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【研究目的】 冠動脈疾患の診断は、心臓カテーテル検査による冠動脈造影が多く用いられているが非

侵襲的であり患者負担が大きい。近年、テクノロジーの発展に伴い最新の 320 列 CT では空間および時

間分解能の改善およびスーパーコンピュータの使用による逐次近似法といった画像処理の進歩によ

り、放射線被曝を極限にまで抑えたままで良好な冠動脈イメージが得ることが実現可能となった。当院

では 2012 年 7 月に発売開始となる東芝の最新 320 列 CT を日本で初めて導入した。そこで、本研究は、

冠動脈疾患が疑われる患者を対象に解剖学的冠動脈狭窄の診断精度の改善、機能的な虚血評価お

よび定量的冠血流予備能(Coronary flow reserve; CFR)を測定するための撮影プロトコールおよび画像

解析プログラムを世界に先立って開発することを目的とした。次に、冠動脈疾患における冠血流予備能

の診断能について検討を行い、臨床での有用性を確認することとした。 

【研究手法】研究対象： 平成 24 年 7 月から研究に同意が得られた生活習慣病があり、さらに、狭心症

の疑いもしくは既往のある患者および健常人を対象とした前向きコホート研究とする。心臓 CT 撮影プロ

トコール： 安静およびアデノシン 3 リン酸負荷時の連続撮影および冠動脈造影を行う。解析項目： 1)

生活習慣病患者における冠動脈狭窄とその CFR の関連についての検討。 

【研究成果】 17 名の冠動脈疾患疑いの患者に負荷心臓ＣＴ

を施行した。また、13 例の健常コントロールを対照群とした。

１人は画像不良ため除外した。１人当たりの推定被曝量は平

均 11.8 mSv、造影剤使用量は 100 mL であった。50%以上の

冠動脈狭窄病変は患者 16 名中 12 名に認められた。まず、

血管毎の回帰分析では CFR は冠動脈狭窄度と有意な負の

相関が認められたが、それぞれの狭窄度において CFR のば

らつきを認め相 関 係 数 は軽 度 であった (r=-0.26, P=0.009, 

n=87 血管)。 次に、患者毎の解析において負荷血流虚血ス

コア(最大 17)は非狭窄患者および健常人と比較して冠動脈

狭窄の患者で高値であった（4.7±3.9 対 0.8±0.2, P=0.005）。

同様に CFR は冠動脈疾患患者で有意に低値であった（右

図）。ROC 解析において、CFR＜2.1 は冠動脈疾患患者を感度

(0.83)、特異度 (0.53) で検出した(area under curve 0.688, 

P=0.03)（下図）。冠血行再建術後に再検査を施行した症例を

提示する。60 代男性、高血圧、脂質異常症有し、最適なリス

クファクター管理はすでに施行されていた。CT 冠動脈造影に

て左回旋枝近位部に閉塞病変を認め、ステント留置術が施

行された。その一年後に再度心臓 CT 検査を施行したところ、

負荷血流イメージにて虚血は消失し、CFR は回旋枝領域で改

善し(2.4→3.1)、心臓全体でも改善(3.0→3.7)を認めた。この

ように心臓 CT を用いることにより冠動脈硬化病変のみなら

ず、その灌流域の虚血および CFR を評価することができ、包

括的な冠動脈疾患の病態解明が向上すると考えられる。 
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